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１ はじめに 

 今回は、真庭市蒜山でホルスタイン種４６

頭と、ジャージー種１４頭を飼養されている

御船常子さんをご紹介します。 

 常子さんは、兵庫県明石市の出身で、縁あ

って蒜山に嫁がれる前まで、神戸市内の病院

で管理栄養士として勤務されていました。 

 実家は非農家、当然牛に触ったことも無け

れば、そもそも動物自体があまり好きではあ

りませんでした（笑）。 

 嫁いだ当初は餌やり、搾乳、子牛の哺育な

どの作業に従事されていましたが、中途半端

なことが嫌いな性分で、酪農家に嫁いだ以上、

本気で牛飼いの仕事をしなければと奮起、何

と大型特殊車輌の免許を取得され、トラクタ

ーを乗りこなすまでに。今ではロールの収穫

・運搬から堆肥処理まで、酪農の仕事全般を

ご主人とともにこなされています。 

２ 蒜山にやってきて 

 神戸の都会から、蒜山に来られてさぞ大変

なご苦労があったかと思いきや、特に苦労し

たことも、困ったこともなかったそうです。 

 ご近所さんとのお付き合いも大変うまくい

っており、１人くれば、次から次へと集まっ

て来て、いつの間にか人の輪ができ、昼食ま

で振る舞うことも。「私の周りには、いつも

人が寄ってくるの。」とおっしゃる常子さん。 

 また、ご近所から野菜や魚など色々なもの

をよく頂くそうで、それらを調理してまたお

返ししたり、牛乳豆腐を作ったらご近所へお

裾分けしているそうです。ご主人いわく「う

ちのは、ご近所さんの台所だから。」とのこ

と。 

 この様に、ご近所さんと顔の見えるお付き

合いが出来て、本当に楽しいとおっしゃって

いました。 

 

３ 我が家の牛について 

 ここらで牛の話を少々。御船家の牛群は、

以前からジャージー種、ホルスタイン種とも

乳量が思うように伸びず、牛群改良に悩んで

いた時期もあったそうです。 

 しかし昨今の配合飼料価格高騰の頃から、

牛に無理をさせ、配合飼料を目一杯かける飼

い方よりは、乳量はそこそこでも、無理なく

管理できる今の牛群で良かったのかなと、思

うようになってきたそうです。 

４ 座右の銘 

 常に心掛けていることは、「食べることに

ケチらない。」。人も牛も、生きていく上で

「食」が最も重要とのこと。さすが管理栄養

士さんです。一番草の収穫で大忙しの時にも、

冷麺の盛り合わせを１０分で作る早業で、昼

が来たらきちんと食事を取る、そうやって家

族の健康を管理されています。 

５ 最後に 

 「何かを決断しなければならないことは、

いつもご主人と２人相談して決める。そうす

れば、後々喧嘩にもならないし、昔を振り返

った時、お互いに共通の話が出来るでしょ。」

とのこと。これこそ夫婦円満の秘訣かもしれ

ません。 

 今までも、そしてこれからも夫婦２人３脚

で酪農を続けて行ければという思いが感じら

れ、大変仲睦まじい御船常子・修二ご夫妻で

した。 


